
議
　
案
（
８
月
臨
時
会
議
）

  
令
和
8
年
度
栗
山
町
介
護
保
険

  
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

▼
令
和
７
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
・
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
・
北
海
道
介
護

令
和
８
年
度
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
栗
山
町
景
観
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
日
赤
橋
橋
梁
架
換
工
事
の
請
負
契
約

に
つ
い
て

栗
山
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

栗
山
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
（
敬
称
略
）

 

・
橋
本　

克
己
（
南
学
田
）

    

任
期　

令
和
８
年
10
月
１
日
か
ら

    　
　
　

令
和
11
年
９
月
30
日
ま
で

認
　
定

議会の動き議会の動き
　

名
称　
　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス　

２
台

　

予
定
価
格　
６
２
８
５
万
７
４
１
０
円

令和 8 年栗山町議会 8 月臨時令和 8 年栗山町議会 8 月臨時
会議（7月 31 日召集）、9月定会議（7月 31 日召集）、9月定
例会議（8 月 31 日召集）次の例会議（8 月 31 日召集）次の
議案が審議されました。議案が審議されました。

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
３
６
万
５
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
1
億
３
５
８
７
万

２
千
円
と
す
る
も
の
で
、
内
容
は
、
教

育
費
の
追
加
に
係
る
補
正
で
す
。　

栗
山
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

同
　
意

 

・
令
和
7
年
度
栗
山
町
健
全
化
判
断

比
率

 

・
令
和
7
年
度
栗
山
町
資
金
不
足
比
率

 

・
放
棄
し
た
債
権
の
報
告

 

・
令
和
7
年
度
栗
山
町
内
部
統
制
評
価

　

報
告

 

・
令
和
7
年
度
一
般
財
団
法
人
栗
山
町

　

農
業
振
興
公
社
決
算
の
報
告

報
　
告

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
２
億
３
６
９
１

万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
１
４

億
４
７
１
１
万
８
千
円
と
す
る
も
の

で
、
主
な
内
容
は
、
減
債
基
金
積
立
金

な
ど
に
係
る
補
正
で
す
。

　
令
和
８
年
度
栗
山
町
一
般
会
計

     

補
正
予
算
（
第
2
号
）

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

　

町
有
地
（
宅
地
）　

字
旭
台

　

町
有
地
（
宅
地
）　

角
田

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
５
５
３
３
万
４

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
15
億
１
１
１

２
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
内

容
は
、
基
金
積
立
金
の
追
加
な
ど
に
係

る
補
正
で
す
。

福
祉
学
校
特
別
会
計
・
介
護
保
険
特
別

会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
・

住
宅
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計
・
工
業

団
地
造
成
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
お
よ
び
水
道
事
業
会
計
・
下

水
道
事
業
会
計
の
決
算
の
認
定

　

以
上
９
件
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員

会
を
経
て
、
本
会
議
で
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
１
３
５
５
万
２

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
１
４
億
6

０
６
７
万
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
内

容
は
、
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
事
業
に
係
る
補
正

で
す
。

　
令
和
８
年
度
栗
山
町
一
般
会
計

     

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
の
特
例
に

関
す
る
条
例

財
産
の
処
分
の
変
更
に
つ
い
て

議
　
案
（
９
月
定
例
会
議
）

栗
山
町
乳
幼
児
等
通
園
支
援
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

町
有
地
（
雑
種
地
）　

字
旭
台
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こ
の
度
、
商
工
観
光
課
で
管
理
す
る

関
係
団
体
の
会
計
事
務
に
お
き
ま
し

て
、
同
課
配
属
の
30
代
・
男
性
職
員
に

よ
る
準
公
金
の
不
正
使
用
が
発
覚
い
た

し
ま
し
た
。

　

当
該
職
員
は
、
令
和
7
年
5
月
か
ら

令
和
8
年
6
月
ま
で
の
間
、
自
身
の
債

務
の
返
済
や
生
活
費
へ
の
補
填
を
目
的

に
、自
身
が
会
計
処
理
を
担
当
す
る「
栗

山
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」お
よ
び「
栗

山
町
企
業
等
誘
致
推
進
協
議
会
」
の
口

座
か
ら
、
無
断
で
引
き
出
し
を
繰
り
返

し
、
総
額
で
９
８
万
４
３
８
０
円
の
不

正
使
用
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

令
和
3
年
8
月
に
発
生
し
た
公
金
横

領
事
案
を
受
け
、
全
庁
を
挙
げ
て
再
発

防
止
に
取
り
組
む
中
、
再
び
こ
の
よ
う

な
重
大
な
非
違
行
為
が
発
生
し
、
公
務

に
対
す
る
町
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
を
大

き
く
損
な
う
事
態
と
な
っ
た
こ
と
は
誠

【
お
詫
び
】
町
民
の
皆
さ
ま
へ

に
遺
憾
の
極
み
で
あ
り
、
町
政
を
預
か

る
者
と
し
て
、
本
町
の
信
用
を
失
墜
さ

せ
た
こ
と
に
対
し
深
く
反
省
し
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
後
、
再
発
防
止
策
の
徹
底
は
も
と

よ
り
、
役
場
組
織
全
体
が
一
丸
と
な
っ

て
適
正
な
事
務
執
行
に
努
め
、
信
頼
回

復
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

栗
山
町
長　

佐
々
木　

学

■
事
案
発
覚
に
至
る
経
緯

　

本
年
7
月
27
日
㈪
、
同
課
主
幹
が
栗

山
町
企
業
等
誘
致
推
進
協
議
会
の
通
帳

を
確
認
し
た
際
、
不
明
な
引
き
出
し

（
14
万
円
）
を
発
見
。
当
該
職
員
よ
り

「
他
団
体
で
支
払
う
べ
き
請
求
を
誤
っ

て
引
き
出
し
た
」
と
の
説
明
を
受
け
た

た
め
、
即
座
に
口
座
に
戻
す
よ
う
指
導

し
、
7
月
30
日
㈭
に
入
金
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
8
月
4
日
㈫
に
同
課
課
長

が
栗
山
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会
会
計
の

決
算
監
査
準
備
の
た
め
通
帳
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
多
数
の
不
明
な
引
き
出
し

を
発
見
。
本
人
へ
の
事
情
聴
取
の
結

果
、
2
件
の
不
正
使
用
の
事
実
を
認

め
、
発
覚
に
至
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
不
正
使
用
さ
れ
た
金
額
に
つ

い
て
は
、
8
月
13
日
㈭
ま
で
に
全
額
弁

済
さ
れ
ま
し
た
。

■
事
案
発
生
の
原
因

　

本
事
案
の
原
因
は
、
当
該
職
員
に
よ

る
非
違
行
為
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
同
課
に
お
け
る
関
係
団
体
会
計
の

入
出
金
管
理
や
通
帳
・
届
出
印
の
管

理
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
、
ま
た
、
複
数
人
に
よ
る
相
互

チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
十
分
に
機
能
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
要
因
で
す
。

■
再
発
防
止
に
向
け
た
今
後
の
対
応

①
現
金
取
扱
事
務
等
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

改
訂

　

「
準
公
金
（
関
係
団
体
会
計
等
）
取

扱
事
務
」
処
理
基
準
に
、
「
課
所
長

等
は
毎
月
1
回
以
上
、
通
帳
と
出
納
簿

等
の
照
合
・
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
」
こ
と

な
ど
を
追
加
し
、
管
理
を
徹
底
し
ま
す
。

②
全
庁
的
な
管
理
実
態
の
再
点
検
と
周

知
徹
底

　
　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵
守
状
況
に
つ

い
て
再
度
実
態
調
査
を
行
い
、
入
出

金
管
理
・
承
認
、
通
帳
等
の
保
管
状

況
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

③
内
部
統
制
の
強
化
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
研
修
の
継
続

　
　

職
員
一
人
ひ
と
り
が
奉
仕
者
と
し

て
の
職
責
を
自
覚
し
、
厳
正
に
業
務

を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
指
導
と
研
修

を
徹
底
し
ま
す
。

■
関
係
職
員
の
処
分
内
容

①
処
分
年
月
日　

　

令
和
8
年
8
月
21
日
㈮

②
当
該
職
員
の
処
分

　

商
工
観
光
課　

主
査　

懲
戒
免
職

③
監
督
責
任
者
の
処
分

　

商
工
観
光
課
長

　

減
給
10
％
（
１
カ
月
）

　

商
工
観
光
課
主
幹
２
人

　

減
給
10
％
（
１
カ
月
）

■
特
別
職
の
給
料
の
減
額

町
長

減
給
20
％
（
２
カ
月
）

副
町
長

減
給
10
％
（
２
カ
月
）

町
職
員
の
不
祥
事

　
準
公
金
の
不
正
使
用
に
つ
い
て
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